
Copyright © NTT Communications Corporation. All rights reserved.

OriHime×スポーツ×地域の共創PJ

NTTコミュニケーションズ株式会社

ヒューマンリソース部

労務厚生部門 第四チーム



Copyright © NTT Communications Corporation. All rights reserved.

ShiningArcs ブランドビジョン
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Vision / Mission / Value
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行動指針
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取り組みについて

アスリートとして社会課題をどのように解決できるかセッションを重ね、
内容を進化させ、未来を具体化していくプロジェクト
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未来プロジェクトから生まれた代表的な取り組み

健康アクションウィーク

選手たちが「勝利」を目指して取り
組んできたトレーニングの知識やノ
ウハウを社員に還元し、健康づくり
に貢献するとともに、プロジェクト
の施策の数々がコミュニケーション
を深める一助となることなどが実証
されるなど、アスリートの新たな
「価値」を多くの人が実感する機会
となりました。

シャイニングアークスでは東日本復興
支援活動「1点10円募金」など、自分た
ちの成績が社会貢献につながる活動を
してきました。自分達の頑張り（トラ
イ数）で車椅子やオモチャ等を浦安市
に寄付することができれば、これまで
シャイニングアークスと接点の少な
かった年齢層にもチームとラグビーを
知ってもらうことができるし、何より
それが人の喜びになることが大きな価
値だと考え、活動を継続しています。

障がい児童支援

浦安市内の障がい児童との交流
を定期的に行っています。どの
子どもも同じように、様々な体
験をしてほしい、そして、子ど
もたちが何かに挑戦するきっか
けを掴んでもらって、それを少
しでも実現して自信を持っても
らいたいと願い、支援を続けて
います。
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そして新たな取り組み
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新型コロナウイルス感染拡大によって

人との交流は失われ、多くの人が孤独を感じるようになった

それはアスリートも同じであった
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アスリートが「孤独」という社会課題を解決するために

×

離れていても、まるで一緒の空間で過ごしている体験

それを実現できるのがShiningArcs × OriHimeだった
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分身ロボット「OriHime」とは



Copyright © NTT Communications Corporation. All rights reserved.

オリィ研究所
株式会社オリィ研究所は「身体的問題や距離をコミュニケーションテクノロジ ーの研究開発により克服し、
会いたい人に会えて、社会に参加できる未来」を 実現する為、2012年9月に設立されました。
ユーザの生の声を積極的に反映し、人間同士の繋がりを促進する為、製品の提供を行なって参ります。

分身ロボットOriHime（オリヒメ）は、生活や仕事
の環境、入院や身体障害などによる「移動の制約」
を克服し、「その場にいる」ようなコミュニケー
ションを実現します。
OriHimeにはカメラ・マイク・スピーカーが搭載さ
れており、インターネットを通して操作できます。
学校や会社、あるいは離れた実家など「移動の制約
がなければ行きたい場所」にOriHimeを置くことで、
周囲を見回したり、聞こえてくる会話にリアクショ
ンをするなど、あたかも「その人がその場にいる」
ようなコミュニケーションが可能です。
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ShiningArcs × OriHime

2021年3月 ShiningArcs × オリィ研究所× NTTとの共創プロジェクトを開始！
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実証実験①

◆ミッション
ラグビー選手と地域の人々をオリヒメでつなぎ、新たな応援・観戦体験を実現
することで、スポーツチームの活性化および地域活性化を目指す

◆実験1
浦安市の障がい者福祉施設とShiningArcsのラグビー選手専用施設へOriHimeを
各1台導入。両拠点のOriHimeを施設に通う子ども、シャイニングアークスの
チームスタッフが操作し、練習風景やクラブハウス「アークス浦安パーク」内の
見学を行うことで、相互交流を実施 。
※2021年3月17日（水）、25日（木）に実施

◆実験2
ShiningArcsの試合会場（秩父宮ラグビー場）にOriHime２台配置し、舞台裏見学や
選手とのコミュニケーション、試合観戦を実施

OriHimeによる地域の障がい者施設の子ども達とラグビー選手との新たな交流を実現
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実証実験②

OriHimeによる非接触プロジェクト

◆ミッション
コロナ渦において更に顕在化した社会課題である「孤食」に対して、技術や地域資産を活用し、マルチ
ステークホルダーの共創による課題解決を目指す

◆実験
浦安市在住の小学生の自宅とShiningArcsのラグビー選手専用施設へOriHimeを各1台導入。両拠点の
OriHimeを中学生、シャイニングアークスの選手が操作し、一緒に食事をしながら対話を楽しむ
※2021年9月30日（木）に実施

◆フィードバック
KEEP（良かった点）
・食事を共にすることでコミュニケーションが円滑に進んだ
・コロナ渦における小学生の孤独の現状を遠隔で知ることができた

PROBLEM（課題）
・食べながら話すことの難しさはある
・小学生の困りごとを聞いたからこそ、その先も何か貢献できないか（オンラインの限界）



Copyright © NTT Communications Corporation. All rights reserved.

これまでの取り組みを経て

ShiningArcs× OriHime

新たなラグビー観戦 非接食プロジェクト

・浦安市の発達障害の子どもたちを対象
・コロナ禍で繋がりの希薄化を感じる子ど
もたちと、ラグビーとOriHime（テクノ
ロジー）で繋がりを感じる体験を提供

・日常（試合日以外）と非日常（試合日）
でOriHimeを通じたラガーマンとのコ
ミュニケーション機会を提供

・浦安市の孤独/孤食の問題を抱える子ど
もたちを対象

・コロナ禍で大勢の人たちの食事の楽しさ
を失っている子どもたちに対して、
OriHime（テクノロジー）で繋がり、ラ
ガーマンと一緒に同じ釜の飯を食べて楽
しむ機会を提供

・OriHimeと食を通して、関係性が深まり、
新たな出会い／繋がりを創出
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見えてきた可能性

ソーシャル・プロジェクト ファンエンゲージ・プロジェクト

社会課題を解決するプロジェクト

＜例＞
・発達障害の子どもたち
・孤食を感じる子どもたち
・孤独を感じる外出困難者
・孤独を感じる高齢者 etc

新しいスポーツ観戦体験を創造するプロジェクト

＜例＞
・選手とオリヒメランチ
・試合前のスタジアムツアー
・試合後のふりかえりミーティング etc
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ShiningArcsはスポーツの持つ力で多くの社会課題を解決します

そして、多くの人々をインスパイアし、笑顔を創っていきます


